
新人講習会について

　ホームページでは既に告知してありますが、毎年行っている新人講習会を開催します。この講習会
は、柏キャンパスで寒剤や高圧ガスボンベ等を初めて使用する人を対象にしたもので、受講しなけれ
ば寒剤等を取り扱うことは出来ません。受講忘れの無いように十分注意してください。
　講習会は内容により２種類に分けられ、高圧ガスボンベのみ使用する方を対象とした「高圧ガスボ
ンベ利用講習」と寒剤や高圧ガスボンベを使用する方を対象とした「寒剤利用講習」になります。
　両方の講習を受講する必要はありませんが、寒剤を使用するのに「高圧ガスボンベ講習」を受講し
た場合には、再度「寒剤利用講習」を受講する必要があります。
　寒剤を利用するかどうか不明な方は、寒剤利用講習の受講をお勧めします。　　　　
　
［寒剤利用講習］
　http://www.issp.u-tokyo.ac.jp/cryogenic/kosyu/

［高圧ガスボンベ利用講習］
　http://www.issp.u-tokyo.ac.jp/cryogenic/kosyu_gas/

高圧ガスの価格上昇!?
　
　平成19年4月頃から市場では、ヘリウムガスやアル
ゴンガスなど産業用ガスの価格が上がっていました
が、東京大学ではヘリウムガスの納入価格は据え置
かれていました(平成18年度まで毎年上がっていた)。
しかし、このところの原油価格高騰により、平成20
年4月1日から産業用ガス等の価格が2割から3割ほど
上昇することになりそうです。
　前述のように、平成20年度は東京大学でもヘリウ
ムガス、液体窒素、高圧ガスボンベ等の納入価格の
上昇が見込まれ、それに伴い寒剤供給価格を上げざ
るを得なくなります。
　液体窒素の供給価格は、納入価格に自然蒸発分や
供給ロス、供給設備の整備費用等を上乗せした価格
となっている為、納入価格の上昇＝供給価格の上昇　　　　　ガスレビューNo.644より
となります。それに対し液体ヘリウムの供給価格は、
６割程度が原料ガスの価格であり、しかもガス損失分のみの購入なので、回収率を上げることによ
り、供給価格の上昇をある程度抑えることができます。しかし、現状の回収率(70～80%)では大幅
な価格上昇を覚悟しておいて下さい。皆様のご理解とご協力をお願いします。主要なガス会社の情
報は下記を参照のこと。

大陽日酸　http://www.tn-sanso.co.jp/jp/pdf/20080211release.pdf
ＪＡＧ　　http://www.japanairgases.co.jp/news/pressrelease2008/press0226.html
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東大物性研究所 http://www.issp.u-tokyo.ac.jp/labs/cryogenic/

問い合わせ [ E-mail:ekika@issp.u-tokyo.ac.jp  内線:63515 ]


